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ゲーテと現代 （ 5 ）
「ある種の大きなモチーフ，聖譚，太古からの伝承が，私の心にきわめて深





13, 38; 潮 14, 17 参照）そして彼は，「何らかの現象の由来と結合の秘密を解
くことができず，手付かずにしておかなかった場合でも，何年かの後に，突
然一切が，その蒙を啓かれ，この上なく美しい連関において見出された」と。
（HA 13, 40f.;潮14, 19参照）こうした美しい連関の核になるもののことを，ゲー
テは，「簡潔にして含蓄に富む点」（ein prägnanter Punkt）と呼び，「それを















































すいきいきしたものになってくる」と。（HA 11, 60; 潮 11, 48 参照）この「一
つの形態」は，植物形態観察における座標の原点，「含蓄に富んだ点」であり，
ゲーテと現代 （ 7 ）
これを核に，植物の世界全体が生き生きと広がっていることを意味している
ことはいうまでもありません。ゲーテは，この植物の有機体の「生成と変成」
































































したがって見ていきたいと思います。（HA13, 376f.; 潮14, 354-355頁参照。）（皆
さんにお渡しした白黒のプリントの以下の図は，ゲーテの『色彩論』に添え
られ，本来はカラーです。）
























































るべきであることを決して忘れてはならない」ことです。（HA13, 377; 潮 14, 
355参照）ゲーテは，色彩現象における基本現象を「原現象」と呼びます。（HA13, 
368; 潮 14, 347 参照）
　後年ゲーテは，自然のダイナミックな「生成と変成」の直観においては，
その基をなす二つの「大きな動輪」として，こうした「両極性」 と「高進（性）」
















原に類似していると思われる諸概念をつくる」（HA13, 31;潮 14, 11 参照）と，
神即自然の内にある人間存在について語っています。ゲーテの言葉に即して
言えば，諸現象は「研究者の直観の前に，一種の有機的組織を形成し，その
内的な全体の生を明らかにする」（HA13, 26; 潮 14, 7 参照）もので，ゲーテは，
この ｢生ける秘密に満ちた全体からの発展」を念頭に，「有機的自然の形成






















































に繰り返した」とも表現されています。（HA13, 324; 潮 14, 313 参照）
　また短いエッセイでゲーテは，「常に創造する自然の直観を通じて，自己




















ゲーテと現代 （ 15 ）
えたものであり，主体である人間精神による，「精神の目」による「理論化」





（HA12, 414; 潮 13, 257 参照）「現象の背後に何も求めてはならない。現象その
ものが理論」である（HA12, 432; 潮 13, 276 参照）ということもこうした関連
で理解されるわけです。
　こうした自然観察における主体と客体の相即の関係を，心理学者ハイン



















































































部「歴史編」を G・アーノルドの『教会と異端の歴史』（初版 1699 年，第２
版 1729 年）になぞらえ，ゲーテの『色彩論』における宗教的ポテンシャリティ
を指摘したのはきわめて啓発的といえましょう。（Vgl. Albrecht Schöne: 





















ゲーテと現代 （ 19 ）
もうとするなら，有限なる物のあらゆる側面を歩め」（WAII11, 46; HA13, 566; 




















































詩的に表現しようとしています。（HA2, 271ff.; 潮 2, 411 以下，及び，HA2, 
281ff.; 潮 13, 61-64 参照）これは，J・V・アンドレーエ（1586-1654）の薔薇十
字思想を素材としているのですが，「原宗教」の構想と言われます。E・トル
ンツは，この作品においてゲーテは，「それと知ることなく，多くの様々の


















































（潮 14, 542-3 木村直司解説）
　なおまた，こうした「ヨブ記」からのゲーテの変則的引用に関しては，さ
らに同じ表皮裏の上の部分に記載されている「有機的自然の生成と変成」





































































Goethes Werke (Hamburger Ausgabe): HA
Goethes Briefe (Hamburger Ausgabe): HAB
Goethes Werke (Weimarer Ausgabe): WA
Johann Peter Eckermann: Gespräch mit Goethe, hrsg. von H.H.Houben, Wiesbaden 1959: 
Houben
Thomas Mann: Goethes Laufbahn als Schriftsteller, Fischer Taschenbuch Verlag 1982: 
ThM



























しかし，心の内には，明るい灯りが輝いている」と。（HA3, 346; 潮 3, 349 参照）こ
こに，周囲の暗闇が色濃くなろうとも，あくまで「光」を求めるファウストの精神
的営為の本質を，かけねなく認めることができます。
